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解性の向上に成功している o また得られた錯体を用いたポリマー OLED を作製し、電気励起による近赤外発光に成
功している。
(3)室温下、高効率のリン光を呈するイリジウム錯体群を発光種として用い、ポリマー OLED からのそれぞれの錯
体起因の青、緑、黄、赤色の発光を得、従来型の素子の効率を上回る値を実現している。また、緑・赤の二成分を導
入することにより、分子間エネルギー移動過程を利用した発光色の制御、および赤色の発光効率向上に成功している。
さらに上記の系より得られた知見に基つeき、青・黄・赤色の三成分を組み合わせることによる色再現性のよい白色発
光を得ることに成功している。
以上のように、本論文はランタニド、およびイリジウム錯体の OLED への適用についての検討を行い、各錯体か
らの電気励起による発光を得るとともに、分子間一分子内エネルギー移動を利用した発光色の制御、および発光効率
の向上に成功している。これらの成果は、リン光性重金属錯体を発光層とする OLED の開発に頁献するところが大
きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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